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私 た ち は ゆ た か ク ラ ブ 豊 橋 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

さ
ら
な
る
活
動
の

　
　
　
推
進
を
目
指
し
て

　
４
月
17
日
（
木
）
、
豊
橋
市
公
会
堂
に
て

令
和
7
年
度
豊
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
）
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
今
川
会
長
お
よ
び
長
坂
市
長

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
続
い
て
顕
彰
へ
と

移
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
市
長
感
謝
状
９

名
、
市
老
連
会
長
感
謝
状
31
名
な
ら
び
に

１
ク
ラ
ブ
が
受
賞
。
壇
上
で
賞
状
が
授
与

さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
次
に
今
川
会
長
が
議
長

に
就
き
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
令
和
６

年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
、
令
和
7
年
度

事
業
計
画
・
予
算
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
全

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
終
了
後
、
「
ほ
の
国
体
操
リ
ー
ダ

ー
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
体

操
」
を
実
施
。
活
気
に
満
ち
た
体
操
の
後
、

総
会
は
滞
り
な
く
閉
会
し
ま
し
た
。

１ ． 健康長寿を 目指す生き がいづく り 、 フ レ イ ル予防・ 認知症予防活動の充実

　 　 いつまでも 健康で生き がいを 持っ て暮ら し 続けら れる よ う 、 楽し い趣味の活
動やスポーツ 活動を 可能な範囲で行おう 。 バラ ン スの良い食事を 心がけ、 健

康でいき いき と し た生活を目指そう 。

２ ． 支え合い活動の推進
　 　 孤立し がち な地域住民に目を 向け、 支え合いの精神で声を かけ合おう 。 地域

の困り ごと を 「 自分ごと 」 と と ら え、 一人ひと り が地域の支え手と し て 「 お

互いさ まのまち 」 づく り を進めよ う 。
３ ． 活動の周知と 組織への理解促進

　 　 広報紙の配付など 、 情報発信を 積極的に行い、 地域の方々に老人ク ラ ブ活動

の楽し さ や必要性を 知っ ても ら おう 。 サロ ン 活動やスポーツ 活動など 、 様々

な活動へ気軽に参加し ても ら い、 活動を 共にする 仲間の輪を 広げよ う 。
４ ． 持続可能なク ラ ブづく り の推進

　 　 会長や役員の役割を わかり やすく 伝え、 特定の人に負担がかから ないよ う に

協力し 合おう 。 会員の役割や活動内容を わかり やすく 伝え 、 新たな会員が安
心し て入会でき る、 持続可能なク ラ ブづく り を進めよ う 。

令
和
７
年
度  

豊
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

令和７ 年度重点目標

ほの国体操リ ーダーによる 体操ほの国体操リ ーダーによる 体操

市老連会長感謝状授与市老連会長感謝状授与

会長あいさ つ会長あいさ つ

市長あいさ つ市長あいさ つ
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会
長
ご
あ
い
さ
つ

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
（
豊
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　
会
長

　
今
川

　
智
嗣

　
こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
よ
り
、

引
き
続
き
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
今
川

で
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
の

活
動
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
で
は
、
健
康
で
充
実

し
た
毎
日
が
送
れ
る
場
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や

趣
味
の
発
表
会
、
地
域
交
流
活
動
を
は
じ
め
と
し
て
、

多
岐
に
わ
た
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
高
齢
者
が
地
域
の
一
員
と
し
て
社
会

と
つ
な
が
り
、
自
分
ら
し
い
人
生
を
楽
し
む
場
と
し

て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
現
代
で
は
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
孤
立
や
健
康
問
題
、
フ
レ
イ
ル
予
防
な

ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
で
は
こ
う
し
た
問
題
を
解
決

す
る
一
助
と
な
る
べ
く
、
高
齢
者
の
孤
立
防
止
を
目

的
と
し
た
「
一
声
運
動
・
友
愛
訪
問
」
を
行
い
、
ま

た
新
し
い
趣
味
や
友
人
を
見
つ
け
る
場
と
し
て
ゆ
た

か
ク
ラ
ブ
豊
橋
所
属
の
高
齢
者
が
主
体
と
な
っ
て

令和７ 年度令和７ 年度

新役員の紹介です新役員の紹介です

会　 長

今川　 智嗣

副　 会　 長

朝倉　 規幸

会　 計

鈴木喜久男

監　 事

黒柳　 英司

広報文化部長

小嶋　 義雄

保健体育部長

森　 義和

副　 会　 長

髙井　 宏昌

副　 会　 長

丸地　 　 洸

監　 事

神田　 昭造

総務部長

小林　 生人

社会部長

二橋　 明子

レクリエーショ ン部長

久保田　 正

「
趣
味
の
教
室
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
積

極
的
な
社
会
参
加
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
が
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
生
き
生
き
と

自
分
ら
し
さ
を
表
現
す
る
場
と
し
て
、
ゆ
た
か
ク
ラ

ブ
豊
橋
を
存
分
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
さ
ま
の
豊
か
な
人
生
の

歩
み
に
少
し
で
も
お
力
添
え
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
、
改
め
て
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き

ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
無

事
息
災
を
祈
念

し
ま
し
て
、
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

共
に
歩
む

共
に
歩
む

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
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生きがい事業推進部長

石川　 博美

女性部長

杉浦美智子

仁連木ブロック代表

石川　 秀一

牟呂ブロック代表

加藤　 雅巳

下地ブロック代表

長幡　 和博

交通安全対策推進部長

山本　 昌良

女性副部長

中野　 治美

大岩ブロック代表

村田　 　 寛

大清水ブロック代表

上妻　 　 貢

石巻ブロック代表

戸川　 博美

令和７ 年度 豊橋市老人ク ラ ブ連合会事業計画

令和７ 年度 ゆたかク ラ ブ豊橋 会員構成

月 日 曜日 行　 事　 名 場　 所

4 1 7 木 令和７ 年度総会 豊橋市公会堂

5 月～ 1 2 月 シルバースポーツブロッ ク 大会 市内一円

6
６ 金 第9 3 回豊橋市囲碁・ 将棋大会

高師老人福祉
センタ ー

1 9 木 理事研修視察 碧南市

8
上旬 広報紙「 吉田春秋」8 月号発行

2 0 水 女性部研修会
豊橋市役所東

8 5 会議室

9

1 5 ～
2 1

月～
日

第 1 回友愛訪問 各校区指定場所

一声運動強化週間（ 前期） 市内一円

９ 月～
1 1 月

市老連ブロッ ク 別演芸大会 各セン タ ー

1 0

２ 木
第 49 回ゲート ボール大会・

第 27 回ペタ ンク 大会
（ 雨天予備日： 翌日）

東田球場

2 4 金

第 2 0 回と よ はし シニア
フ ェ スティ バル 豊橋市公会堂

（ 第 48 回趣味の演芸大会）

1 1

６ 木 第 1 3 回ゴルフ 大会
新城カ ン ト
リ ー倶楽部

1 3 木
第 2 7 回グラ ウン ド ・ ゴルフ

大会（ 雨天予備日： 翌日）
石巻運動広場

2 7 木
第 6 2 回豊橋市
高齢者福祉大会

豊橋市公会堂

1 2
1 2 金 交通安全街頭啓発 市内一円

1 7 水 第 1 3 回ボウリ ン グ大会
岩屋キャ ノ ン

ボウル

2

上旬 広報紙「 吉田春秋」 2 月号発行

5
～ 1 1

木～
水

第 2 回友愛訪問 各校区指定場所

一声運動強化週間（ 後期） 市内一円

1 2 ～
1 3

木～
金

単位老人ク ラ ブ会長・
女性部長研修旅行

未定

2 月～ 3 月 趣味の教室作品展・ 発表会 各セン タ ー

通年 自転車（ 交通安全）教室 各ブロ ッ ク

ゆたかク ラ ブ豊橋総会員数　 9213名　 男　 4075名　 女　 5138名
ゆたかク ラ ブ豊橋理事平均年齢　 40名　 77.8歳

ブロ ッ ク 男 女 人　 数

仁 連 木 377 609 986

つつじ が丘 329 399 728

大 岩 537 681 1218

牟 呂 486 606 1092

高 師 655 737 1392

大 清 水 514 597 1111

下 地 243 315 558

石 巻 462 472 934

八 町 472 722 1194

合　 計 4075 5138 9213

ゆたかク ラ ブ豊橋をゆたかク ラ ブ豊橋を
盛り 立ててまいり ます盛り 立ててまいり ます

よろ し くよろ し く
お願いお願い
いたし ますいたし ます
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私 た ち は ゆ た か ク ラ ブ 豊 橋 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

豊
橋
市
福
祉
部
長
ご
あ
い
さ
つ

豊
橋
市
福
祉
部
長

　
本
田

　
佳
之

　
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
（
豊
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
）
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
市
の
高
齢

者
福
祉
施
策
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
豊
橋
市
で
は
高
齢
化
率
が
26
・
8
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

が
到
来
し
て
い
る
現
在
は
、
定
年
後
に
お
い
て
も
、

趣
味
・
学
習
活
動
、
社
会
貢
献
活
動
、
就
労
な
ど
様
々

な
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
社
会
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
主
に
60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
に
親
し
む
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
全

国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）
が
、
昨
年
度

は
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
愛
知
県
代
表
選
手

団
と
し
て
剣
道
や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
５
つ
の
部
に
豊

橋
在
住
の
６
名
の
方
が
出
場
さ
れ
、
大
い
に
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
部
門
に
出
場
さ

れ
た
水
上
美
保
さ
ん
は
、
み
ご
と
全
国
優
勝
を
果
た

さ
れ
ま
し
た
。
水
上
さ
ん
は
今
回
の
ご
活
躍
を
き
っ

か
け
に
、
さ
ら
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
シ
ニ
ア
の

方
々
と
地
域
を
つ
な
ぐ
活
動
を
し
た
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
シ
ニ
ア
の
方
の
活
躍
は
、
様
々
な
世
代
を
勇
気
づ

け
、
社
会
を
明
る
く
し
ま
す
。
豊
橋
市
で
は
、
す
べ

て
の
高
齢
者
が
健
康
に
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い

き
と
自
身
が
望
む
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
み
ん
な

で
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
様
は
今
後
も
高
齢
者
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

た
だ
き
、
引
き
続

き
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

結

び

に

あ

た

り
、
ゆ
た
か
ク
ラ

ブ
豊
橋
の
今
後
の

ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
会
員
の
皆
様

の
一
層
の
ご
活
躍

を
心
よ
り
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

豊
橋
を
元
気
に
す
る
老
人
ク
ラ
ブ

豊
橋
を
元
気
に
す
る
老
人
ク
ラ
ブ
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私 た ち は ゆ た か ク ラ ブ 豊 橋 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

第48回 趣味の演芸大会

　
令
和
7
年
6
月
6
日
（
金
）
、

高
師
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
第

93
回
豊
橋
市
囲
碁
・
将
棋
大
会
を

　「 趣味の教室」 の

演芸種目に参加さ れ

ている 皆さ ま が、 日

頃の練習の成果を 披

露さ れま す。

　 民謡・ 舞踊・ 詩吟・

歌謡曲・ 童謡唱歌・ 健康体操・

ダンス など 、 ジャ ンルは多岐に

わたり ま す。 元気にご活躍さ れ

ている 皆さ ま にご声援をお願い

し ま す！

●開催日時　 10 月 24 日（ 金）

　 開場： 午前９ 時　

　 開演： 午前９ 時 30 分

●開催会場　 豊橋市公会堂
開
催
し
ま
し
た
。
32
名
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
結
果
は
左
表
の
通
り
で
す
。

将棋の部 結果

優　 勝 荻野　 吉央（ 写真右）

準優勝 柴田日出夫（ 写真左）

囲碁の部 実戦ク ラ ス結果

優　 勝 水野　 高晴（ 写真左下）

準優勝 上村　 正雄（ 写真左上）

囲碁の部 親睦ク ラ ス結果

優　 勝 𠮷沢　 武久（ 写真右下）

準優勝 西川　 　 誠（ 写真右上）

※趣味の作品展につき ま し

て は、 開催会場であ る 文化

会館が改修工事中のた め、

今年度は開催いたし ま せん。

ご了承く ださ い。

第第
9 39 3
回
豊
橋
市

回
豊
橋
市

囲
碁
・
将
棋
大
会
を
開
催
し
ま
し

囲
碁
・
将
棋
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！
た
！

第2 0 回 第2 0 回 

と よ はし シニアと よ はし シニア

フ ェ ス ティ バルフ ェ ス ティ バル



校

区

・

単

位

ク

ラ

ブ

の

活

動

ゆ た か ク ラ ブ 豊 橋 だ よ り 　 第75 号　（ 6）令和7年8月発行

私 た ち は ゆ た か ク ラ ブ 豊 橋 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

「
水
の
都
大
垣
」
の

芭
蕉
記
念
館
等
を
巡
る
旅

と
今
後
の
進
め
方

第
一
豊
松
会

小
嶋

　
義
雄

大清水大清水
校区校区

　
恒
例
の
令
和
７
年
度
親
睦
旅
行
で
、
新
緑
４
月
に

「
水
の
都
大
垣
」
を
旅
し
ま
し
た
。
大
垣
は
俳
人
松

尾
芭
蕉
が
漂
泊
の
「
奥
の
細
道
」
を
旅
し
て
「
む
す

び
」
の
地
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
隣
接
す
る
大
垣
城
は
関
ヶ
原
を
睨
む
要
害

の
地
に
あ
り
、
商
人
と
武
士
が
行
き
交
う
、
ま
さ
に

歴
史
の
ロ
マ
ン
い
っ
ぱ
い
の
地
で
す
。

　
ま
た
、
私
達
の
旅
行
で
は
「
花
を
鑑
賞
」
す
る
こ

と
を
必
須
の
テ
ー
マ
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
な
ば
な
の
里
で
「
ベ
ゴ
ニ
ア
」
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
ま
た
、
名
物
の
「
安
永
餅
」
を
多
く
の
方

が
買
い
求
め
、
家
へ
の
お
土
産
と
す
る
こ
と
が
で
き
、

楽
し
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
私
達
の
ク
ラ
ブ
で
も
「
親
睦
旅
行
」
に
つ

い
て
は
、
多
様
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
状
況

下
で
す
が
、
大
清
水
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
で
は
、
あ
の
厳

し
い
状
況
の
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
も
、
親
睦
旅
行
を
継

続
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
か
、
バ
ス
の
ガ
イ
ド
さ
ん
、
運
転
手
さ

ん
と
も
、
10
年
来
の
知
り
合
い
と
な
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
今
回
の
旅
は
、
新
人
会
員
を
含
め
て
、
多
数
の
会

員
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
中

で
圧
倒
的
多
数
が
女
性
で
し
た
。
幹
事
さ
ん
も
、
そ

の
点
を
配
慮
し
て
か
、
バ
ス
内
で
の
サ
ー
ビ
ス
も
ビ

ー
ル
だ
け
で
な
く
、
梅
酒
や
チ
ョ
コ
菓
子
等
を
多
く

サ
ー
ビ
ス
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
旅
の
楽
し
い
雰
囲
気
は
、
毎
月
近
く
の
公
民

館
で
行
う
「
定
例
会
」
で
は
、
や
は
り
得
が
た
い
雰

囲
気
で
あ
る
と
み
ん
な
が
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
活
動
の
基
本
は
「
定
例
会
」
で
す

が
、
旅
行
で
の
楽
し
い
雰
囲
気
を
生
か
し
て
、
よ
り

楽
し
い
「
大
清
水
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
に
な
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

女性会員の圧倒的パワーを 感じ ます女性会員の圧倒的パワーを 感じ ます

（ 芭蕉館にて）（ 芭蕉館にて）
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毎
年
恒
例
の
「
三
世
代

交
流
事
業
」
（
さ
つ
ま
芋

の
植
付
け
か
ら
収
穫
）
は

「
あ
し
は
ら
保
育
園
」
の

園
児
と
そ
の
親
と
の
ふ
れ

あ
い
活
動
。

　
「
昔
の
遊
び
を
楽
し
む

会
」
は
「
芦
原
小
学
校
」

の
児
童
と
親
を
含
む
若
い

世
代
と
の
交
流
活
動
。

　
他
に
も
、
学
校
か
ら
の

依
頼
で
、
①
児
童
と
郷
土

の
歴
史
に
つ
い
て
、
②
先

輩
方
が
卒
業
記
念
で
植
え

た
桜
に
つ
い
て
、
の
学
習
。
③
ま
た
、
担
任
の
先
生

が
考
案
の
「
ロ
ケ
ッ
ト
」
遊
び
も
。

　
こ
れ
は
、
各
ク
ラ
ブ
の
役
員
（
会
長
・
女
性
部
長
）

が
総
出
で
2
日
間
か
け
て
の
指
導
と
完
成
後
の
飛
行

大
会
実
施
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
児
童
が
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
む
姿
を
目
の
当
た

り
に
し
て
、
私
達
ク

ラ
ブ
役
員
も
共
に
力

を
合
わ
せ
て
協
力
す

る
姿
を
見
る
に
つ
け
、

人
生
の
経
験
豊
富
な

高
齢
者
と
児
童
と
の

「
ふ
れ
あ
い
」
が
学
校

が
進
め
て
い
る
「
忍

耐
と
活
力
」
「
楽
し
く

学
び
合
う
芦
原
っ
子
」

に
少
し
で
も
お

役
に
立
て
る
か

な
、
と
感
じ
ま

す
。

　
私
も
、
子
ど

も
の
頃
、
大
人

と
話
す
事
が
楽

し
み
で
、
特
に

お
祭
り
の
日
は

（
学
校
が
半
日

で
終
わ
る
の
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
が
）
年
上
の
人
か

ら
声
を
掛
け
ら
れ
る
事
を
期
待
し
た
も
の
で
す
。

　
自
治
会
も
地
域
と
の
関
わ
り
を
企
画
し
て
い
る
様

で
す
が
、
芦
老
連
も
地
域
の
一
員
と
し
て
、
「
子
ど

も
の
見
守
り
隊
」
の
他
に
も
お
役
に
立
て
る
事
が
出

来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、
先
ず
元
気
で
。

地元の子ども 達と の

「 ふれあい活動」

芦原校区老人ク ラ ブ連合会

　 伊藤　 公満

芦原芦原
校区校区

郷土の歴史を 説明する吉原会長郷土の歴史を 説明する吉原会長

「 ロケッ ト 」 完成後、 飛行大会に「 ロケッ ト 」 完成後、 飛行大会に

集合の児童と 担任と ク ラ ブ役員集合の児童と 担任と ク ラ ブ役員

「 ロケッ ト 」 造り の「 ロケッ ト 」 造り の

指導・ 準備中のク ラ ブ役員指導・ 準備中のク ラ ブ役員



校

区

・

単

位

ク

ラ

ブ

の

活

動

ゆ た か ク ラ ブ 豊 橋 だ よ り 　 第75 号　（ 8）令和7年8月発行

私 た ち は ゆ た か ク ラ ブ 豊 橋 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　
当
日
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
と
て
も
良
い
風
が

吹
い
て
い
ま
し
た
。
最

初
は
5
グ
ル
ー
プ
く
ら

い
に
分
か
れ
、
事
前
に

作
っ
て
き
た
星
形
の
た

こ
を
持
っ
て
走
り
回
り

な
が
ら
た
こ
揚
げ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　
土
曜
日
の
朝
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
日
！
宮

本
公
園
に
「
お
は
よ
う
」
の
声
が
飛
び
交
い
ま
す
。

ゲ
ー
ム
が
す
ぐ
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
早
朝
か
ら
準

備
を
し
て
く
れ
る
方
、
整
地
や
夏
場
の
草
刈
り
を
率

先
し
て
や
っ
て
く
れ
る
方
々
の
心
配
り
に
い
つ
も
感

謝
で
す
。
「
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
」
が
出
る
と
、
歓
声

が
上
が
り
、
皆
で
大
盛
り
上
が
り
で
す
。

　
ま
た
、
女
性
部
で
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
手
芸
や
抹
茶
会
、
焼
物
な
ど
町
内
の
方
が

講
師
に
な
っ
て
教
え
て
く
れ
る
楽
し
い
時
間
で
す
。

そ
の
計
画
を
立
て
、
準
備
を
し
実
行
す
る
た
め
に
い

つ
も
動
き
回
っ
て
く
れ
て
い
る
の
が
、
会
長
の
奥
さ

ん
で
す
。
細
や
か
な
心
遣
い
と
笑
顔
で
、
周
り
の
人

を
引
き
込
み
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
に
欠
か
せ
な
い
存

在
で
す
。
ま
た
、
こ
の
町
内
に
は
お
手
本
と
な
る
高

齢
の
方
々
が
大
勢
み
え
ま
す
。
そ
の
方
々
の
背
中
を

追
い
な
が
ら
、
元
気
で
楽
し
く
い
き
い
き
と
し
た
生

活
が
送
れ
た
ら
い
い
な
と
願
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
い
き
い
き
と
し
た

活
動
を
め
ざ
し
て

い
き
い
き
ク
ラ
ブ　

岩
村
千
鶴
子

向山向山
校区校区

　
４
月
26
日
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
総
会
を
神
明
社
で

行
い
ま
し
た
。
最
近
は
元
気
な
高
齢
者
も
増
え
て
い

ま
す
が
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
心
身
が
弱
る
フ
レ
イ

ル
に
陥
る
人
も
い
て
、
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
自

分
の
状
態
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
当
日
は
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
の
協
力
を
得
て
、
歌
や
ほ

の
国
体
操
、
早
口
こ
と
ば
の
練
習
を
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
個
別
に
、
握
力
や
片
足
立
ち
、
記
憶
力
テ
ス
ト
、

ミ
ニ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
私

も
ト
ラ
イ
し
、
な
ん
と
か
合
格
点
？
を
取
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
最
近
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
運
動
を
毎
朝
続
け

て
い
る
こ
と
が
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

連
だ
こ
１
０
０
枚
揚
が
っ
た
！

揚
が
っ
た
！

天
高
く
揚
が
っ
た
！

杉
山
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

中
神

　
達
二

杉山杉山
校区校区

　
1
月
14
日
、
杉
山
保
育
園
児
20
名
と
杉
山
七
又
池

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
恒
例
の
た
こ
揚
げ
を
行
い
ま
し
た
。

100 枚の連だこ100 枚の連だこ
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久
し
ぶ
り
に
友
人
と
お
目

に
か
か
っ
た
ら
、「
み
ど
り
会

に
入
会
し
て
く
だ
さ
い
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
「
み
ど
り

会
っ
て
、
何
を
す
る
会
だ
ね
」

と
質
問
し
た
ら
『
橋
良
町
自

治
会
加
入
家
族
』
で
「

60
歳

以
上
の
方
」
が
加
入
し
て
い

る
。
正
式
名
称
は
「
橋
良
老

人
ク
ラ
ブ
東
・
西
み
ど
り
会
」

と
い
う
組
織
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

　
僕
は
ま
だ
老
人
じ
ゃ
な
い

と
皮
肉
を
言
い
意
地
悪
く
、

ご
託
を
並
べ
…
わ
か
っ
た
ふ
り
を
し
、
今
の
世
の
中

に
何
と
な
く
欠
け
て
い
る
、
昔
よ
く
使
わ
れ
た
言
葉

「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
の
助
け
合
い
、
協
力
の
精
神

か
ら
、
入
会
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
そ
の
時
の
会
話
を
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

せ
っ
か
く
の
紹
介
ゆ
え
、
役
員
さ
ん
に
情
報
を
聞
き

　
今
年
は
会
員
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
様
子
を
ド
ロ
ー

ン
で
撮
影
し
て
く
れ
、
で
き
た
写
真
を
見
て
改
め
て

感
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
だ
。

　
た
こ
を
揚
げ
る
機
会
が
減
っ
て
き
て
い
る
今
、
寒

い
中
で
明
る
く
元
気
に
楽
し
く
揚
げ
る
園
児
の
姿
を

見
て
い
る
と
私
た
ち
も
元
気
を
貰
え
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
た
こ
を
つ
な
げ
て
い
き
、
つ
な
げ
る
た

び
に
糸
を
引
く
力
も
強
ま
り
、
園
児
ら
が
協
力
し
「
い

ち
、
に
、
さ
ん
、
し
」
と
掛
け
声
を
あ
げ
て
力
を
合

わ
せ
て
タ
コ
糸
を
引
き
ま
し
た
。

　
１
０
０
枚
の
連
だ
こ
を
龍
の
よ
う
に
泳
が
せ
る
こ

と
に
成
功
す
る
と
、
園
児
達
か
ら
歓
声
が
上
が
り
、

み
ん
な
「
ヤ
ッ
タ
ー
、
ヤ
ッ
タ
ー
」
と
叫
び
な
が
ら

笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

みどり 会入会者の声

橋良老人ク ラ ブ東みどり 会

　 藤井　 昌昭

福岡福岡
校区校区

Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
①
老
人
ク
ラ
ブ
と
い

う
名
称
が
、
入
会
者
の

心
を
傷
つ
け
る
、
先
人

が
付
け
た
名
称
、
そ
の

時
代
は
人
生
50
年
時
代
、

時
は
80
年
時
代
を
通
り
越
し
て
、
今
や
１
０
０
年
時

代
。
時
代
に
相
応
し
い
名
称
は
体
を
表
す
名
称
を
つ

け
た
ら
ど
う
だ
い
（
公
文
書
は
今
の
ま
ま
で
よ
い
）
。

町
民
に
知
ら
し
め
る
名
前
は
、
皆
が
入
会
し
た
く
な

る
名
前
、
町
民
か
ら
広
く
募
集
す
る
。

　
②
み
ど
り
会
っ
て
何
を
や
っ
て
い
る
会
か
な
！

会
則

　
第
2
条
「
目
的
」
を
抜
粋
す
る
に
、
仲
間
づ

く
り
を
通
じ
て
、
生
き
が
い
健
康
作
り
、
楽
し
い
活

動
、
地
域
諸
団
体
と
の
協
力
、
社
会
活
動
、
長
寿
社

会
で
の
保
健
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
豊
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
愛
称
は

「
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
」
で
す
。
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4

月

15

日
、

豊
岡
公
園
で
藤

の
花
観
賞
会
を

20
名
の
参
加
で

行

い

ま

し

た
。

４
ヵ
月
も
前
に

予
定
を
立
て
た

の
に
、
そ
の
日

は
さ
わ
や
か
な

晴

天

に

な

り
、

藤
の
花
も
ち
ょ

う
ど
満
開
で
と

て
も
き
れ
い
で

し
た
。
藤
棚
の
下
で
、
み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な

が
ら
食
べ
る
お
弁
当
は
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
お
茶
に
お
酒
、
お
つ
ま
み
も
あ
り
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
が
経
ち
ま
し
た
。
さ
て
、
そ
ろ
そ
ろ
福

引
き
大
会
で
す
。
当
た
っ
た
人
は
、
受
付
で
受
け
取

っ
た
番
号
札
と
の
交
換
で
す
。
賞
品
は
ボ
ッ
ク
ス
テ

ィ
ッ
シ
ュ
や
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
、
ゴ
ミ
袋
、
お
菓

子
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
物
で
す
。
当
た
っ
た
人
は

袋
を
か
か
げ
て
、
大
喜
び
で
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
後
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
を
し
て
、
残

っ
た
飲
み
物
を
み
ん
な
で
仲
良
く
分
け
ま
し
た
。
私

は
ノ
ン
ア
ル
ビ
ー
ル
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

岩田岩田
校区校区

春
は
藤
の
花
見
も

い
い
で
す
ね
！

平
岡
区
老
人
ク
ラ
ブ
若
竹
会

　
伊
達

　
朝
美

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

ク
リ
ス
マ
ス
大
会

岩田岩田
校区校区

　
若
竹
会
は
豊
岡
公
園
で
毎
週
木
・
土
・
日
曜
日
の

朝
８
時
半
か
ら
9
時
半
頃
ま
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
15
～
16
人
の
参
加
で
、
通
常
は
2
ゲ
ー
ム
で
す
が
、

年
3
回
の
大
会
は
3
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。
春
の
さ

つ
き
杯
、
秋
は
校
区
体
育
祭
の
選
考
会
を
兼
ね
た
若

竹
杯
、
そ
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
大
会
で
す
。

　
さ
て
、
12
月
21
日
（
土
）
開
催
の
ク
リ
ス
マ
ス
大

会
は
19
名
の
申
込
み
が
あ
り
、
3
チ
ー
ム
に
分
か
れ

て
行
い
ま
し
た
。
参
加
賞
は
３
０
０
円
で
、
鍋
つ
ゆ

の
素
や
缶
詰
な
ど
の
賞
品
を
用
意
し
ま
し
た
。
み
か

ん
の
差
し
入
れ
も
あ
り
、
み
ん
な
大
喜
び
で
す
。
参

加
賞
は
お
茶
1
本
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
は
ボ
ッ
ク

ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
1
箱
で
す
。
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結

果
、
今
ま
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
1
本
も
入
れ
た
こ

と
の
な
い
人
が
な
ん
と

4
本
も
入
れ
て
の
優
勝

で
す
。
み
ん
な
び
っ
く

り
で
す
。
で
も
本
人
が

1
番
び
っ
く
り
し
て
い

ま
し
た
。
大
会
が
終
了

し
た
ら
、
雨
が
降
り
出

し
た
の
で
、
賞
品
を
抱

え
て
慌
て
て
記
念
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。

平
岡
区
老
人
ク
ラ
ブ
若
竹
会

　
伊
達

　
　
勲

豊岡公園で藤の花観賞会豊岡公園で藤の花観賞会

大会の様子大会の様子



（ 11）　 第75 号 令和7年8月発行ゆ た か ク ラ ブ 豊 橋 だ よ り

私 た ち は ゆ た か ク ラ ブ 豊 橋 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

会
員

想
随

運が八分で腕は二分　 　 　 玉川校区　 長楽長寿会　 大木　 敬一

て
も
、
直
径
36
セ
ン
チ
の
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
思
う
よ

う
に
入
ら
ず
、
ま
た
ミ
ス
っ
た
と
思
う
の
が
入
っ
て

し
ま
う
時
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
、
最
年
長
の
長
老

が
笑
い
な
が
ら
、
「
Ｇ
Ｇ
は
《
運
が
８
で
腕
は
２
》

だ
ョ
」
と
言
わ
れ
納
得
し
ま
し
た
。
そ
う
な
ん
だ
、

入
る
入
ら
な
い
は
神
の
み
ぞ
知
る
。
入
る
の
は
神
様

の
ご
褒
美
な
ん
だ
と
。
今
で
は
、
今
日
の
運
だ
め
し

と
思
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
最
後
に
一
句
、

　
　
一
打
を
粗
末
に
す
る
者
は
一
打
に
泣
く

　
勝
負
は
下
駄
を
履
く
ま
で
解
ら
な
い
。

　
私
は
今
、
Ｇ
Ｇ
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
）
を
校
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
達

と
週
3
日
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
以
前

は
長
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
歳
に
は
勝
て
ず
、
も
う
チ
ー
ム

プ
レ
イ
は
無
理
と
潔
く
区
切
り
に
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
あ
る
日
、
河
川
敷
を
散
歩
し

て
い
た
ら
、
老
人
達
が
、
見
慣
れ
な
い

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
こ
に

居
た
お
婆
さ
ん
に
尋
ね
た
ら
「
こ
れ
は
、

Ｇ
Ｇ
と
い
っ
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
チ
ー

ム
プ
レ
イ
と
違
っ
て
、
個
人
プ
レ
イ
だ

か
ら
、
下
手
く
そ
で
も
皆
に
迷
惑
か
け

な
い
か
ら
面
白
い
ョ
」
と
勧
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
昔
、
ソ
フ
ト
を

一
緒
に
し
て
い
た
先
輩
が
「
今
は
Ｇ
Ｇ

が
命
だ
ョ
」
と
言
っ
て
い
た
の
を
思
い

出
し
、
Ｇ
Ｇ
は
個
人
プ
レ
イ
で
自
己
責

任
な
ら
気
楽
で
い
い
な
と
思
い
、
す
ぐ
、

先
輩
の
所
属
し
て
い
る
Ｇ
Ｇ
愛
好
会
に

入
会
し
ま
し
た
。

　
当
初
、
ゴ
ル
フ
は
経
験
が
あ
っ
た
の

で
簡
単
に
考
え
て
い
ま
し
た
。
だ
が
、

い
ざ
や
っ
て
み
る
と
思
う
よ
う
に
い
き

ま
せ
ん
。
砂
利
、
小
石
あ
り
の
運
動
広

場
で
や
る
の
で
、
い
く
ら
上
手
に
打
っ

Ｇ Ｇ プレ ー中の様子Ｇ Ｇ プレ ー中の様子
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い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
文
明
は
前
進
し
た
り
、
留
ま
っ
た
り
し

て
、
ど
こ
か
へ
時と

き

の
旅
を
し
て
い
る
の
か
？
こ
ん
な

長
い
時
代
を
考
え
る
に
は
、
文
字
を
読
み
書
く
こ
と

が
原
則
だ
し
、
漢
字
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

字
体
は
何
度
も
変
え
ら
れ
た
ら
し
い
が
新
旧
の
比
較

も
し
て
あ
る
の
で
、
後
継
者
に
も
判
る
よ
う
で
す
。

　
こ
の
自
然
界
の
動
植
物
は
、
突
然
、
「
進
化
発
展
」

し
た
り
「
絶
滅
」
し
た
り
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
知
る

こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
の
で
、
目
的
を
し
っ
か
り
気

持
ち
に
留
め
な
い
と
途
中
で
や
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
長
い
人
生
の
中
で
放
り
捨

て
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
「
も
っ
た
い
な
い
」

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
元
に
戻
る
こ
と
も
な
い
の

で
、
よ
く
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
は
必
要
だ
な
あ
～

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

長
い
道み

ち

程の

り

に
は
何
か
あ
る
？

　
飯
村
校
区

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
同
好
会

　
田
中

　
教
雄

　
歴
史
を
遡
っ
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
ご
先
祖
様
の

一
部
の
人
達
が
、
ま
だ
「
た
て
穴
式
住
居
で
暮
ら
し

て
い
た
弥
生
時
代
」
に
な
っ
て
、
や
っ
と
農
耕
を
や

り
始
め
た
り
、
金
属
器
も
使
い
だ
し
た
ら
し
い
？
こ

れ
は
、
大
陸
文
化
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
、
そ
れ

ま
で
の
海
や
野
原
で
漁
労
や
狩
猟
採
集
か
ら
少
し
進

歩
し
ま
し
た
。
こ
れ
の
前
期
（
約
1
万
年
位
）
を
縄

文
時
代
と
言
い
、
前
出
の
採
集
が
中
心
で
生
活
は
進

展
せ
ず
、
時
間
だ
け
が
流
れ
去
っ
た
!!

　
ま
た
、
そ
の
時
代
に
ア
ジ
ア
で
は
強
大
な
「
統
治

国
家
の
中
国
の
魏ぎ

」
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

へ
我
が
国
（
邪や

馬ま

台た
い

国こ
く

）
の
卑ひ

弥み

呼こ

と
い
う
女
王

様
が
、
3
世
紀
半
ば
頃
に
使
者
を
派
遣
し
ま
し
た

（
２
３
９
年
）
。
こ
の
こ
と
は
、
魏
の
歴
史
書
に
「
魏

志
倭
人
伝
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
て
つ
も
な
い
時
間
の
経
過
を
考
え

る
の
は
、
自
分
の
能
力
の
限
界
を
超
え
て
し
ま
っ
て

か
ち
な
人
々
を
揶
揄
す
る
よ
う
な
作
品
が
あ
り
ま
し

た
。
人
生
を
高
速
道
路
に
例
え
れ
ば
、
ス
タ
ー
ト
か

ら
ゴ
ー
ル
ま
で
そ
ん
な
に
急
が
な
く
て
も
時
に
は
休

憩
を
取
り
、
「
も
っ
と
時
間
を
か
け
て
景
色
で
も
楽

し
ん
で
行
く
方
が
楽
で
す
よ
。
」
と
で
も
言
い
た
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
事
を
思
い
返

格
言
を
糧
に
己
と
向
き
あ
う

　
吉
田
方
校
区

　
馬
見
塚
長
生
会

　
加
藤

　
雅
巳

　
「
人
は
一
生
の
う
ち
に
会
う
べ
き
人
に
は
早
す
ぎ

ず
遅
す
ぎ
ず
必
ず
出
会
い
ま
す
。
良
い
人
に
も
悪
い

人
に
も
。
」
こ
の
言
葉
は
あ
る
お
寺
の
住
職
が
、
掲

示
板
に
掲
げ
た
格
言
で
す
。

　
一
昔
前
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
で
「
狭
い
日
本
、
そ
ん
な

に
急
い
で
何
処
へ
行
く
」
と
の
フ
レ
ー
ズ
で
、
せ
っ
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た
だ
し
私
は
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
よ
り
も
、
参
謀
タ
イ

プ
の
方
が
自
分
ら
し
さ
を
発
揮
で
き
る
と
自
己
分
析

し
て
い
る
の
で
、
少
々
不
安
も
あ
り
ま
す
。
受
け
た

か
ら
に
は
、
人
も
御
役
も
一
期
一
会
と
心
得
て
頑
張

り
ま
す
。

　
投
稿
の
最
後
に
み
な
さ
ん
に
も
紹
介
し
た
い
格
言

が
あ
り
ま
す
。
「
今
で
き
る
こ
と
っ
て
い
つ
か
で
き

な
く
な
る
ん
で
す
。
で
き
な
く
な
る
日
は
突
然
訪
れ

ま
す
。
今
で
き
て
い
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
下
さ
い

ね
。
」
（
専
念
寺
／
ネ
コ
坊
主
）

し
ま
す
と
、
な
る
ほ
ど
そ
ろ
そ
ろ
私
も
ゴ
ー
ル
が
近

づ
く
歳
な
の
で
、
今
こ
そ
周
り
の
景
色
を
楽
し
む
べ

き
で
あ
り
、
急
が
な
い
人
生
を
選
択
し
た
方
が
よ
さ

そ
う
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
現

実
は
そ
う
甘
く
は
な
い
。
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
い

て
順
番
と
は
い
え
今
年
度
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
に
な

っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
な
事
に
他
校
区
代
表
メ

ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
変
更
は
な
く
心
強
い
限
り
で

す
。
今
後
は
先
輩
方
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
つ
つ
ブ
ロ
ッ

ク
代
表
の
仕
事
を
こ
な
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
私
達
の
親
和
会
は
、
現
在
二
ヶ
町
の
会
員
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
大
昔
は
三
町
内
で
し
た
の
で
こ
れ

か
ら
隣
の
自
治
会
長
に
呼
び
か
け
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
趣
味
の
教
室
も
減
っ
て
き
て
お
り
、
積
極

的
に
活
動
し
て
い
る
仁
連
木
寿
会
の
皆
さ
ん
に
力
を

借
り
て
良
い
知
恵
を
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
今
ち
ょ
う
ど
、
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
の
女
性
部
の

す
す
め
方
も
話
に
出
て
お
り
、
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
人
の
集
ま
る
自
治
会
・
小

学
校
・
市
民
館
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
地
域
が
元
気

よ
く
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
気
持
ち
で
す
。

　
今
も
当
校
区
は
東
田
小
と
協
調
的
で
あ
り
、
1
年

生
児
童
と
お
年
寄
り
が
い
っ
し
ょ
に
昔
の
遊
び
な
ど

楽
し
く
盛
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
何
よ
り
で
す
。

親
和
会
（
東
田
校
区
）

の
心
配
事

　
東
田
校
区

　
親
和
会

　
丸
地

　
　
洸

　
年
度
の
総
会
が
終
わ
り
、
ま
た
ぞ
ろ
溜
息
で
す
。

会
員
数
が
減
り
、
「
困
っ
た
」
の
連
続
で
す
。
こ
れ

ま
で
い
ろ
い
ろ
な
所
で
増
強
策
の
話
を
出
し
て
き
ま

し
た
。
会
員
の
連
れ
添
い
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ス
ポ
ー
ツ

仲
間
等
声
掛
け
し
て
き
ま
し
た
が
、
減
る
一
方
で
す
。

　
こ
の
た
め
今
年
も
昨
年
同
様
に
、
総
会
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
み
ん
な
で
歌
唱
い
の
時
間
を
つ
く
り
ま
し

た
。
同
級
生
の
歌
の
先
生
を
呼
ん
で
、
唱
歌
・
ふ
る

さ
と
の
懐
か
し
の
歌
な
ど
、
声
を
張
り
上
げ
楽
し
く

唱
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
大
成
功
の
総
会
に
変
わ
り
ま

し
た
。
最
後
に
た
く
さ
ん
の
お
土
産
を
つ
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ど
こ
の
会
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
親

睦
会
の
根
っ
こ
は
女
性
の
方
々
の
繋
が
り
と
地
力
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
女
性
部
長
の
お
陰
で
何
と
か
会

員
の
高
齢
化
や
病
死
の
方
々
の
減
少
も
防
い
で
き
ま

し
た
。
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姉
が
弟
を
私
が
妹
を
背
負
っ
て
母
が
荷
物
を
背
負

い
、
父
の
生
家
の
あ
る
四
国
香
川
県
に
向
か
っ
た
。

汽
車
は
満
員
で
身
動
き
も
で
き
ず
立
っ
て
い
た
。
途

中
で
弟
が
ひ
き
つ
け
を
お
こ
す
と
軍
服
を
着
た
人
が

助
け
て
く
れ
て
四
国
ま
で
付
き
添
っ
て
く
れ
た
と
母

は
言
っ
て
い
た
。
善
い
人
に
出
会
え
て
よ
か
っ
た
。

　
父
の
生
家
で
暫
く
静
養
さ
せ
て
も
ら
い
、
明
く
る

年
の
1
月
に
母
の
実
家
の
あ
る
現
在
の
田
原
市
内
に

帰
っ
て
来
た
。
実
家
の
離
れ
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら
い
、

母
は
毎
日
４
キ
ロ
程
歩
い
て
市
内
の
戦
争
未
亡
人
た

ち
の
働
く
会
社
へ
通
い
私
達
を
食
べ
さ
せ
、
学
校
に

通
わ
せ
て
く
れ
た
。

　
そ
れ
で
も
満
足
に
食
べ
ら
れ
ず
庭
に
干
し
て
あ
っ

た
芋
切
干
を
そ
っ
と
一
つ
手
に
し
て
食
べ
た
。
周
り

か
ら
「
引
揚
者
、
引
揚
者
」
と
言
わ
れ
て
も
母
は
負

け
じ
と
必
死
で
働
い
て
私
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
。

そ
れ
か
ら
40
年
後
１
９
８
８
年
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
没

者
慰
霊
団
」
に
参
加
し
、
亡
き
父
と
妹
の
墓
参
に
家

族
で
現
地
へ
行
っ
て
き
た
。

　
高
度
成
長
で
発
展
し
て
い
く
時
代
に
生
き
、
80
年

前
の
敗
戦
に
よ
っ
て
、
豊
か
で
楽
し
か
っ
た
生
活
の

す
べ
て
を
奪
わ
れ
、
苦
労
し
た
こ
と
の
み
が
思
い
出

さ
れ
た
。

　
１
９
３
９
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
群
島
ミ
ン
ダ

ナ
オ
島
ダ
バ
オ
市
内
で
私
は
生
ま
れ
た
。

１
９
４
５
年
8
月
15
日
終
戦
、
こ
の
年
の

４
月
に
父
が
日
本
軍
隊
に
現
地
召
集
さ
れ

た
の
で
母
と
子
供
５
人
で
近
所
の
日
本
人

と
共
に
戦
火
を
逃
れ
て
山
中
の
谷
間
で
避

難
生
活
を
し
て
い
た
。

　
避
難
し
て
か
ら
暫
く
し
て
1
つ
下
の
妹

が
病
死
し
た
。
母
が
妹
の
遺
体
を
南
京
袋

に
入
れ
背
負
っ
て
自
宅
近
く
に
葬
り
に
行

く
の
を
見
送
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な

い
。
谷
の
道
を
時
々
日
本
兵
が
汚
れ
た
軍

服
で
疲
れ
た
足
を
引
き
ず
っ
て
通
り
過
ぎ

て
行
っ
た
。

　

　
終
戦
が
知
ら
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
軍
の
収

容
所
に
行
く
こ
と
に
な
り
私
達
は
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
に
乗
せ
ら
れ
て
収
容
所
に
向
か

っ
た
。
途
中
私
た
ち
の
乗
っ
た
ト
ラ
ッ
ク

に
向
か
っ
て
原
住
民
達
が
石
を
投
げ
て
き

た
。
惨
め
だ
っ
た
。

　
母
の
記
録
に
よ
る
と
、
１
９
４
５
年
10

月
24
日
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
港
か
ら
ア
メ
リ

カ
の
船
で
日
本
へ
と
向
か
っ
た
。
船
は
大

き
な
貨
物
船
の
よ
う
だ
っ
た
。
船
底
に
何

百
人
も
の
人
が
う
ご
め
い
て
寝
起
き
を
し

て
い
た
。
死
者
が
出
る
と
海
葬
と
し
て
大

海
原
に
落
と
さ
れ
る
の
も
見
た
。

　
１
９
４
５
年
11
月
5
日
に
日
本
に
着
く

と
ア
メ
リ
カ
軍
か
ら
毛
布
が
配
布
さ
れ
鹿

児
島
港
に
上
陸
し
た
。

戦後 8 0 年に思う 　 　 　 　 　 　 　 植田校区　 ひさ ご会　 小林　 瑞波
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制
が
敷
か
れ
ま
し
た
。
生
き
た
象
を
見
よ
う
と
道
筋

に
人
が
あ
ふ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
象
は
長
崎
か
ら
江
戸
ま
で
３
５
４
里
（
１
３
９
０
ｋ

ｍ
）
を
2
カ
月
以
上
（

74
日
）、
か
け
て
歩
い
て
い
ま
す
。

１
日
平
均
19
ｋ
ｍ
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
象
が
歩
い
た
姫
街
道
を
散
策
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　
嵩
山
で
は
、
子
供
た
ち
が
年
々
少
な
く
な
り
、
高

齢
化
社
会
・
個
人
情
報
問
題
等
が
進
む
中
、
一
人
暮

ら
し
会
員
の
安
否
・
確
認
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
連

合
会
長
、
役
員
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
結
果
、
玄
関

に
白
旗
を
取
り
付
け
、
毎
朝
上
げ
下
げ
で
の
安
否
の

確
認
を
す
る
案
が
で
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
同
意
し
た
対
象
者
の
み
旗
を
取
り
付

け
、
近
隣
会
員
・
役
員
が
確
認
者
と
し
て
旗
を
下
げ

に
行
き
、
白
旗
が
上
げ
て
な
い
人
に
は
玄
関
で
声
掛

け
を
し
ま
す
。

　
「
困
っ
て
も
困
ら
ん
こ
っ
ち
ゃ
」※

※
松
下
幸
之
助

　
名
言

　
「
道
を
ひ
ら
く
」
シ
リ
ー
ズ

　「
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
も
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
。
解
決

の
道
を
見
つ
け
、
最
終
的
に
困
ら
な
い
で
済
む
」
と
い
う

意
味
。
解
決
策
を
探
す
こ
と
の
重
要
性
。

豊
か
な
自
然
、
伝
統
あ
る
歴
史
の
な
か
に

　

嵩
山
校
区

　
北
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ 

杉
浦

　
一
郎

　
ホ
タ
ル
の
里
で
あ
る
嵩
山
は
昔
、
東
海
道
の
バ
イ

パ
ス
の
姫
街
道
の
宿
場
と
し
て
、
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
人
や
物
が
姫
街
道
を
通
っ
て
い
ま
す

が
、
大
名
行
列
以
外
に
も
姫
街
道
沿
い
の
人
々
を
び

っ
く
り
さ
せ
た
通
行
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
今
か
ら

約
３
０
０
年
前
、
嵩
山
を
通
っ
た
象
で
す
。
こ
の
象

が
日
本
中
を
あ
っ
と
驚
か
せ
た
こ
と
は
と
て
も
有
名

で
す
。

　
中
国
の
商
人
が
献
上
し
た
7
歳
の
雄
象
を
、
八
代

将
軍
吉
宗
に
会
わ
せ
る
た
め
、
長
崎
か
ら
江
戸
に
向

か
う
途
中
で
浜
名
湖
を
渡
る
東
海
道
を
避
け
、
吉
田

宿
か
ら
嵩
山
に
向
か
い
姫
街
道
を
通
り
、
本
坂
峠
を

越
え
ま
し
た
。

　
三
ケ
日
の
先
引
佐

峠
を
越
え
る
時
に
大

変
苦
労
し
た
よ
う

で
、
象
鳴
坂
と
い
う

地
名
が
今
で
も
残
っ

て
い
ま
す
。
象
の
通

る
道
沿
い
の
人
た
ち

は
、
道
を
き
れ
い
に

し
た
り
、
水
を
入
れ

た
桶
を
ほ
ぼ
１
０
０

ｍ
ご
と
に
置
い
た

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
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健
康
寿
命
を
延
ば
す
一
番
の
方
法
は
と
に
か
く

動
く
こ
と
ら
し
い
。
の
ん
び
り
ご
ろ
ご
ろ
し
て
、

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
の
は
良
く
な
い
ら
し
い
。

　
私
自
身
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
動
き
回
る
の

は
苦
手
で
、
歩
き
方
も
ふ
ら
つ
い
て
今
に
も
倒
れ

そ
う
な
感
じ
だ
。
そ
れ
で
も
い
ろ
い
ろ
役
を
も
ら

っ
て
い
る
の
で
何
と
か
動
い
て
い
る
。

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
か
で
子
供
の
仕
事
が
話
題

に
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、
う
ち
の
母
に
言
わ
せ
る

と
今
の
大
人
は
子
供
に
使
わ
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

逆
だ
。
子
供
を
使
わ
に
ゃ
い
か
ん
と
言
う
。
母
は

ほ
ん
と
に
子
供
を
こ
き
使
っ
た
。

　
働
か
ざ
る
者
食
う
べ
か
ら
ず
。
遊
ぶ
暇
も
な
か

っ
た
し
、
遊
び
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と

も
な
か
っ
た
。

　
家
が
貧
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
な
ま
じ
田

ん
ぼ
と
畑
が
あ
っ
た
の
で
、
子
供
も
労
働
力
と
し

て
扱
わ
れ
た
。
一
番
嫌
だ
っ
た
の
は
、
夏
休
み
後

半
の
8
月
の
終
わ
り
の
稲
刈
り
だ
っ
た
。
今
な
ら

機
械
で
刈
る
の
だ
が
、
私
の
子
供
の
頃
は
鎌
で
刈

っ
た
。
真
夏
の
暑
い
日
差
し
の
中
、
倒
れ
そ
う
だ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
昼
寝
の
時
間
が
あ
っ
た
が
、
快

い
風
の
中
の
幸
せ
は
一
瞬
で
、
果
て
し
の
な
い
稲

刈
り
の
重
労
働
の
思
い
出
し
か
な
い
。

　
今
に
し
て
思
え
ば
こ
の
経
験
が
そ
の
後
の
厳
し

い
社
会
で
生
き
抜
く
力
に
な
っ
た
し
、
働
く
こ
と

の
喜
び
を
見
い
だ
せ
た
気
が
す
る
。
高
齢
者
に
な

っ
て
も
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
、
元
気
だ
。
特
に

農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
は
90
歳
を
過
ぎ
て
も
動

い
て
い
る
。

あ
る
が
い
ま
だ
当
時
の
痕
跡
が
残
る
。

　
地
域
再
生
を
願
う
人
々
の
姿
と
、
午
後

4
時
10
分
に
合
わ
せ
犠
牲
者
に
鎮
魂
の
思

い
を
捧
げ
る
住
民
の
姿
が
。

　
笑
顔
は
い
つ
戻
る
。
令
和
6
年
12
月
28

日
に
国
道
２
４
９
号
線
が
開
通
し
た
。
や

っ
と
つ
な
が
っ
た
と
、
地
元
の
声
、
遅
い
。

　
多
く
の
面
で
前
進
は
し
た
が
、
繰
り
返

す
災
害
に
対
す
る
備
え
は
十
分
と
は
言
い

難
い
。
様
々
な
状
況
を
踏
ま
え
て
の
災
害

に
強
い
新
た
な
社
会
を
想
定
し
て
の
「
備

え
」
は
大
事
で
あ
ろ
う
。

　
災
害
に
強
い
社
会
は
次
の
私
達
に
託
さ

れ
て
い
る
。
最
後
に
も
う
1
年
が
過
ぎ
た

と
、
能
登
の
人
々
の
気
概
だ
ろ
う
か
！
巷

で
は
そ
ろ
そ
ろ
自
分
達
の
こ
と
は
自
分
達

で
と
、
頼
も
し
い
声
も
聞
か
れ
る
。

　
「
頑
張
れ
！
」
冬
は
必
ず
春
に
な
る
、

明
け
な
い
夜
は
な
い
。

　
東
海
の
地
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
戦
後
80
年
、
三
河
地
震
か
ら
も
80
年
。

犠
牲
者
は
２
０
０
０
人
を
超
え
た
。
今
年

は
節
目
の
年
で
あ
る
。

　
年
明
、
テ
レ
ビ
か
ら
夜
中
に
緊
急
地
震

速
報
が
鳴
り
響
く
、
思
わ
ず
身
構
え
た
。

震
源
地
は
日
向
灘
と
、
昨
年
に
続
き
2
度

目
の
情
報
だ
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
だ
。
心

が
休
ま
ら
な
い
。

　
１
月
の
能
登
半
島
地
震
か
ら
1
年
、
同

17
日
は
阪
神
大
震
災
か
ら
30
年
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
14
年
が
経
つ
。

　
日
本
列
島
は
ど
う
し
て
こ
う
も
揺
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
先
の
震
災
に
思
い
を
馳
せ

た
。

　
令
和
6
年
の
能
登
地
震
、
9
月
の
豪
雨

災
害
、
こ
れ
も
か
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
被

害
が
。
国
は
能
登
を
見
捨
て
た
か
と
、
テ

レ
ビ
に
映
る
人
々
の
声
、
新
聞
の
一
文
が

胸
を
打
つ
。

　
そ
ち
ら
は
寒
く
な
い
？
寂
し
い
ね
、
大

切
な
家
族
、
友
人
を
亡
く
し
た
人
、
そ
こ

に
戻
ら
ぬ
あ
な
た
が
、
当
時
に
話
し
か
け

る
よ
う
に
思
い
を
語
っ
て
い
る
。

　
私
も
若
か
っ
た
ら
、
何
が
で
き
た
か
と
、

若
き
日
に
38
豪
雪
に
は
支
援
に
行
っ
た
時

を
思
い
返
す
。

　
妻
と
共
に
旅
行
し
た
輪
島
で
の
朝
市
、

あ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
人
な
つ
こ
い
顔
、

元
気
で
い
る
か
。

　
大
地
震
か
ら
1
年
、
復
興
は
進
み
つ
つ
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◆
大
清
水
校
区

　
第
一
豊
松
会

◆
大
清
水
校
区

　
第
一
豊
松
会

ス
マ
ホ
無
く
春
景
色
見
る
電
車
窓

ス
マ
ホ
無
く
春
景
色
見
る
電
車
窓

鈴
木

　
正
子

鈴
木

　
正
子

◆
大
清
水
校
区

　
第
二
豊
松
会

◆
大
清
水
校
区

　
第
二
豊
松
会

草
笛
を
笹
鳴
き
に
の
せ
比
べ
お
り

草
笛
を
笹
鳴
き
に
の
せ
比
べ
お
り

藤
村

　
元
司

藤
村

　
元
司

◆
福
岡
校
区

　
橋
良
老
人
ク
ラ
ブ
東
み
ど
り
会

◆
福
岡
校
区

　
橋
良
老
人
ク
ラ
ブ
東
み
ど
り
会

蝉
し
ぐ
れ
強
き
日
差
し
と
競
い
合
い

蝉
し
ぐ
れ
強
き
日
差
し
と
競
い
合
い鈴

木
　
京
子

鈴
木

　
京
子

俳

句

◆
天
伯
校
区

　
天
伯
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
和
み
の
会

◆
天
伯
校
区

　
天
伯
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
和
み
の
会

薮
椿
落
ち
て
色
成
す
新
章
へ

薮
椿
落
ち
て
色
成
す
新
章
へ

西
川

　
　
誠

西
川

　
　
誠

◆
岩
田
校
区

　
東
岩
田
長
寿
会

◆
岩
田
校
区

　
東
岩
田
長
寿
会

ハ
ン
カ
チ
で
溢
れ
た
涙
だ
け
の
こ
と

ハ
ン
カ
チ
で
溢
れ
た
涙
だ
け
の
こ
と千

賀
　
芳
彦

千
賀

　
芳
彦

◆
岩
田
校
区

　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

◆
岩
田
校
区

　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

雑
踏
の
中
青
空
高
く
鯉
の
ぼ
り

雑
踏
の
中
青
空
高
く
鯉
の
ぼ
り

小
椋
か
つ
子

小
椋
か
つ
子

◆
吉
田
方
校
区

　
若
波
会

◆
吉
田
方
校
区

　
若
波
会

名
月
や
来
世
を
語
る
老
夫
婦

名
月
や
来
世
を
語
る
老
夫
婦

河
合

　
昭
子

河
合

　
昭
子

◆
津
田
校
区

　
西
日
進
会

◆
津
田
校
区

　
西
日
進
会

春
の
香
と
自
転
車
も

春
の
香
と
自
転
車
も
載載のの

せ
て
渡
し
舟

せ
て
渡
し
舟笹

野
　
　
壽

笹
野

　
　
壽

◆
大
清
水
校
区

　
第
二
き
さ
ら
ぎ
会

◆
大
清
水
校
区

　
第
二
き
さ
ら
ぎ
会

星
祭
り
厄
除
け
願
い
て
豆
ま
き
す

星
祭
り
厄
除
け
願
い
て
豆
ま
き
す

花
井

　
博
行

花
井

　
博
行

短

歌

◆
吉
田
方
校
区

　
若
波
会

◆
吉
田
方
校
区

　
若
波
会

送
り
来
し
新
茶
を
入
れ
る

送
り
来
し
新
茶
を
入
れ
る
九九こ

こ
ろ
そ
じ

こ
こ
ろ
そ
じ

十
路
十
路

　
楽
し
い
思
出
つ
き
る
こ
と
な
く

　
楽
し
い
思
出
つ
き
る
こ
と
な
く

河
合

　
昭
子

河
合

　
昭
子

花
曇
り
上
着
を
ま
と
い
て
お
花
見
の

花
曇
り
上
着
を
ま
と
い
て
お
花
見
の

　
七
才
ピ
ー
ス
「
今
朝
歯
が
抜
け
た
よ
」
と

　
七
才
ピ
ー
ス
「
今
朝
歯
が
抜
け
た
よ
」
と

岩
田
知
津
子

岩
田
知
津
子

生
か
さ
れ
て
九
拾
年
余
を
座
し
を
れ
ど

生
か
さ
れ
て
九
拾
年
余
を
座
し
を
れ
ど

　　
莚莚

ム
シ
ロ

ム
シ
ロ

の
中
の
針
山
を
踏
む

の
中
の
針
山
を
踏
む

丸
山
二
三
四

丸
山
二
三
四

雷雷い
か
づ
ち

い
か
づ
ちに

家
は
驚
き
揺
れ
た
よ
う

に
家
は
驚
き
揺
れ
た
よ
う

　
新
幹
線
は
大
丈
夫
か
な

　
新
幹
線
は
大
丈
夫
か
な

横
山

　
宜
世

横
山

　
宜
世

会
員
文
芸
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◆
吉
田
方
校
区

　
菰
口
町
寿
会

◆
吉
田
方
校
区

　
菰
口
町
寿
会

子
供
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
る
伊
豆
旅
行

子
供
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
る
伊
豆
旅
行

　
金
婚
式
の
お
湯
は
温
か

　
金
婚
式
の
お
湯
は
温
か

杉
浦
尊
香
子

杉
浦
尊
香
子

◆
中
野
校
区

　
中
野
お
あ
し
す
会

◆
中
野
校
区

　
中
野
お
あ
し
す
会

頻
尿
も
花
粉
鼻
炎
も
八
千
の

頻
尿
も
花
粉
鼻
炎
も
八
千
の

　
散
歩
で
治
す
数
え
の
八
十
路

　
散
歩
で
治
す
数
え
の
八
十
路

彦
坂

　
吉
尚

彦
坂

　
吉
尚

◆
岩
田
校
区

　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

◆
岩
田
校
区

　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

４
歳
の
ヒ
孫
に
好
き
と
つ
い
ホ
ロ
リ

４
歳
の
ヒ
孫
に
好
き
と
つ
い
ホ
ロ
リ

　
菓
子
を
買
い
す
ぎ
マ
マ
に
叱
ら
れ

　
菓
子
を
買
い
す
ぎ
マ
マ
に
叱
ら
れ小

椋
か
つ
子

小
椋
か
つ
子

◆
天
伯
校
区

　
天
伯
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
和
み
の
会

◆
天
伯
校
区

　
天
伯
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
和
み
の
会

酔
わ
ば
行
く
「
泉
」
の
明
か
り
は
あ
の
辺
り

酔
わ
ば
行
く
「
泉
」
の
明
か
り
は
あ
の
辺
り

　
ゴ
ル
フ
仲
間
が
一
人
二
人
と

　
ゴ
ル
フ
仲
間
が
一
人
二
人
と

西
川

　
　
誠

西
川

　
　
誠

◆
福
岡
校
区

　
橋
良
老
人
ク
ラ
ブ
東
み
ど
り
会

◆
福
岡
校
区

　
橋
良
老
人
ク
ラ
ブ
東
み
ど
り
会

テ
ラ
ス
か
ら
な
が
め
る
若
葉
目
に
生
え
る

テ
ラ
ス
か
ら
な
が
め
る
若
葉
目
に
生
え
る  

　
み
お
ろ
す
景
色
山
な
み
の
よ
う

　
み
お
ろ
す
景
色
山
な
み
の
よ
う

髙
井

　
宏
昌

髙
井

　
宏
昌

◆
津
田
校
区

　
西
日
進
会

◆
津
田
校
区

　
西
日
進
会

留
守
宅
に
友
が
た
ず
ね
て
来
た
ら
し
い

留
守
宅
に
友
が
た
ず
ね
て
来
た
ら
し
い

　
庭
の
菊
を

　
庭
の
菊
を
褒褒ほほ

め
た
張
り
紙

め
た
張
り
紙

笹
野

　
　
壽

笹
野

　
　
壽

◆
大
清
水
校
区

　
第
一
豊
松
会

◆
大
清
水
校
区

　
第
一
豊
松
会

老
い
た
れ
ば
仲
良
く
付
き
合
っ
て

老
い
た
れ
ば
仲
良
く
付
き
合
っ
て

　
病
院
楽
し
お
し
ゃ
れ
し
て
行
く

　
病
院
楽
し
お
し
ゃ
れ
し
て
行
く

鈴
木

　
正
子

鈴
木

　
正
子

◆
大
清
水
校
区

　
第
二
豊
松
会

◆
大
清
水
校
区

　
第
二
豊
松
会

こ
こ
い
い
ね
歌
に
踊
り
に
お
し
ゃ
べ
り
に

　

こ
こ
い
い
ね
歌
に
踊
り
に
お
し
ゃ
べ
り
に

　

　
サ
ロ
ン
に
集
う
善
男
善
女

　
サ
ロ
ン
に
集
う
善
男
善
女

藤
村

　
元
司

藤
村

　
元
司

◆
幸
校
区

　
牧
野
町
長
寿
会

◆
幸
校
区

　
牧
野
町
長
寿
会

日
も
か
げ
り
遠
く
き
こ
え
る
友
の
声

日
も
か
げ
り
遠
く
き
こ
え
る
友
の
声

　
背
で
聞
く
は

　
背
で
聞
く
は
婦婦つ

ま
つ
ま

のの
雷雷

か
み
な
り

か
み
な
りま

つ
り
の
太
鼓

ま
つ
り
の
太
鼓

宮
田

　
建
夫

宮
田

　
建
夫

◆
津
田
校
区

　
進
誠
会

◆
津
田
校
区

　
進
誠
会

水
満
る
い
ま
だ
間
の
あ
る
畔
に
立
ち

水
満
る
い
ま
だ
間
の
あ
る
畔
に
立
ち

　
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
を
拾
う
夕
ぐ
れ

　
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
を
拾
う
夕
ぐ
れ田

中
　
英
代

田
中

　
英
代
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川

柳

◆
大
清
水
校
区

　
第
一
豊
松
会

◆
大
清
水
校
区

　
第
一
豊
松
会

へ
そ
く
り
に
金
貨
な
い
か
と
妻
に
問
う

へ
そ
く
り
に
金
貨
な
い
か
と
妻
に
問
う

石
川

　
重
幸

石
川

　
重
幸

◆
大
清
水
校
区

　
第
一
豊
松
会

◆
大
清
水
校
区

　
第
一
豊
松
会

杖
で
な
い
ス
ト
ッ
ク
つ
い
て
歩
き
ま
す

杖
で
な
い
ス
ト
ッ
ク
つ
い
て
歩
き
ま
す

彦
坂

　
昌
代

彦
坂

　
昌
代

◆
大
清
水
校
区

　
第
一
豊
松
会

◆
大
清
水
校
区

　
第
一
豊
松
会

ロ
ー
カ
ル
線
夢
を
捜
し
の
八
十
路
旅

ロ
ー
カ
ル
線
夢
を
捜
し
の
八
十
路
旅鈴

木
　
正
子

鈴
木

　
正
子

◆
大
清
水
校
区

　
第
二
豊
松
会

◆
大
清
水
校
区

　
第
二
豊
松
会

玉
の
輿
あ
の
ひ
と
言
で
夢
と
消
え

玉
の
輿
あ
の
ひ
と
言
で
夢
と
消
え

藤
村

　
元
司

藤
村

　
元
司

◆
大
清
水
校
区

　
柳
風
会

◆
大
清
水
校
区

　
柳
風
会

横
文
字
に
つ
い
て
い
け
な
い
ジ
ジ
と
バ
バ

横
文
字
に
つ
い
て
い
け
な
い
ジ
ジ
と
バ
バ

平
山

　
憲
子

平
山

　
憲
子

◆
大
清
水
校
区

　
柳
風
会

◆
大
清
水
校
区

　
柳
風
会

日
本
中
外
人
さ
ん
で
あ
ふ
れ
そ
う

日
本
中
外
人
さ
ん
で
あ
ふ
れ
そ
う

近
藤

　
庸
子

近
藤

　
庸
子

◆
福
岡
校
区

　
小
池
元
町
虹
の
会

◆
福
岡
校
区

　
小
池
元
町
虹
の
会

米
寿
過
ぎ
健
康
寿
命
目
指
し
生
き

米
寿
過
ぎ
健
康
寿
命
目
指
し
生
き

中
野
芙
美
子

中
野
芙
美
子

◆
中
野
校
区

　
中
野
お
あ
し
す
会

◆
中
野
校
区

　
中
野
お
あ
し
す
会

も
う
少
し
こ
の
世
に
粘
る
医
者
通
い

も
う
少
し
こ
の
世
に
粘
る
医
者
通
い彦

坂
　
吉
尚

彦
坂

　
吉
尚

◆
中
野
校
区

　
中
野
お
あ
し
す
会

◆
中
野
校
区

　
中
野
お
あ
し
す
会

エ
サ
前
に
じ
っ
と
我
慢
の
ヨ
ダ
レ
犬

エ
サ
前
に
じ
っ
と
我
慢
の
ヨ
ダ
レ
犬彦

坂
く
み
子

彦
坂
く
み
子

◆
吉
田
方
校
区

　
若
波
会

◆
吉
田
方
校
区

　
若
波
会

丹
精
の
大
根
ひ
く
手
胸
お
ど
る

丹
精
の
大
根
ひ
く
手
胸
お
ど
る

河
合

　
昭
子

河
合

　
昭
子

◆
岩
田
校
区

　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

◆
岩
田
校
区

　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

老
二
人
そ
っ
と
手
つ
な
ぐ
夫
婦
日
和

老
二
人
そ
っ
と
手
つ
な
ぐ
夫
婦
日
和小

椋
か
つ
子

小
椋
か
つ
子

◆
岩
田
校
区

　
東
岩
田
長
寿
会

◆
岩
田
校
区

　
東
岩
田
長
寿
会

白
猫
が
黒
犬
睨
ら
み
塀
の
上

白
猫
が
黒
犬
睨
ら
み
塀
の
上

千
賀

　
芳
彦

千
賀

　
芳
彦

◆
天
伯
校
区

　
天
伯
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
和
み
の
会

◆
天
伯
校
区

　
天
伯
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
和
み
の
会

夢
に
出
る
ト
ラ
ン
プ
関
税
か
の

夢
に
出
る
ト
ラ
ン
プ
関
税
か
の
大大い

く

さ

い

く

さ戦戦西
川

　
　
誠

西
川

　
　
誠

◆
大
清
水
校
区

　
第
二
き
さ
ら
ぎ
会

◆
大
清
水
校
区

　
第
二
き
さ
ら
ぎ
会

こ
の
町
も
移
動
販
売
老
い
の
町

こ
の
町
も
移
動
販
売
老
い
の
町

花
井

　
博
行

花
井

　
博
行



ゆ た か ク ラ ブ 豊 橋 だ よ り 　 第75 号　（ 20）令和7年8月発行

私 た ち は ゆ た か ク ラ ブ 豊 橋 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

　 本紙発行にあたり ま し て、 ご 協力いただき ま し たス ポン サー各位に厚

く 御礼を 申し 上げま す。「 吉田春秋」 は会員が生き がい・ 健康・ 教養を 高め

ながら 交流の輪が広がる よ う 願っ て刊行し ていま す。 今後と も 倍旧のご 厚

誼・ ご支援を 賜り ま すよ う お願い申し 上げま す。

●ご 協賛各位への御礼●

編

集

後

記

編

集

後

記

　
吉
田
春
秋
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
も
た
く
さ
ん

の
ご
投
稿
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
広
報
文
化
部
で
は
、
皆
様
方
の
ご
意
見
・
ご
投

稿
な
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
読
み
や
す
く
楽
し
い
紙
面
づ
く
り
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋

　
広
報
文
化
部

●
校
区
活
動
、
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
、
俳
句
、
短

歌
、
川
柳
、
随
想
な
ど
の
投
稿
を
募
集
し
ま
す

（
写
真
を
添
付
い
た
だ
く
場
合
は
き
れ
い
な
も

の
を
お
願
い
し
ま
す
）。

●
原
稿
用
紙
６
０
０
字
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
に

つ
い
て
は
各
１
点
ず
つ
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
原
稿
は
、
市
内
在
住
の
市
老
連
に
加
入
し
て
い

る
方
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
必
ず
、
校
区
名
・

単
位
ク
ラ
ブ
名
・
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
紙
面
の
都
合
上
、
や
む
な
く
カ
ッ
ト
・
見
送
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
締
め
切
り
／
11
月
14
日
（
金
）

●
投
稿
先
／
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
事
務
局

　（
豊
橋
市
今
橋
町
１
番
地
・

　
豊
橋
市
役
所
長
寿
介
護
課
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
５
３
２
・
５
１
・
２
３
３
７

原

稿

募

集

第6 2 回 第6 2 回 豊橋市高齢者福祉大会豊橋市高齢者福祉大会

ダイ ヤモンド 婚（ 結婚60周年） ・ 金婚（ 結婚50周年） を

迎える ご夫婦を お祝いいたし ま す。

●開催日時　 　 11 月 27 日（ 木）　 午前９ 時 30 分～

●開催会場　 　 豊橋市公会堂

●開催内容　 　 ダイ ヤモンド 婚・ 金婚を迎えら れた

　 　 　 　 　 　 　 ご夫婦への祝詞贈呈、 アト ラ ク ショ ンなど

●申込期限　 　 ８ 月１ 日（ 金）～９ 月 11 日（ 木）


